
　

造
成
か
ら
50
年
を
迎
え
る
大
麻

団
地
。
憧
れ
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

は
、
開
発
当
時
の
建
築
物
の
老
朽

化
と
高
齢
化
が
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
状
況
を
打
開
し
よ
う

と
、
産
学
官
民
が
協
力
し
て
大
麻

団
地
の
優
位
性
を
活
用
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。
再
生
へ
の
鍵
は
「
高
齢
者
の

住
み
替
え
」
と
「
子
育
て
世
帯
の

移
住
促
進
」
で
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動

　

平
成
19
年
の
大
麻
団
地
ま
ち
づ

く
り
指
針
策
定
か
ら
数
年
、
平
成

25
年
９
月
に
は
国
の
補
助
を
受

け
、
指
針
実
現
に
向
け
た
具
体
的

な
施
策
を
進
め
る
た
め
の
組
織

「
江
別
市
安
心
生
活
ま
ち
づ
く
り

推
進
事
業
運
営
協
議
会
」が
発
足
。

補
助
を
受
け
る
３
年
間
で
、
再
活

性
化
へ
の
基
礎
作
り
を
進
め
、
そ

れ
ら
の
取
り
組
み
を
運
営
・
実
行

し
て
い
く
組
織
の
設
立
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

住
み
替
え
を
支
援

　

協
議
会
の
事
業
で
大
麻
団
地
の

住
み
替
え
を
希
望
す
る
高
齢
者
な

ど
を
対
象
と
し
た
「
大
麻
住
ま
い

相
談
」
が
あ
り
ま
す
。
住
み
替
え

と
は
、
高
齢
者
な
ど
が
使
わ
な
く

な
っ
た
家
屋
を
貸
す
な
ど
し
て
、
広

い
住
居
が
必
要
な
子
育
て
世
代
な

ど
に
利
用
し
て
も
ら
う
こ
と
。
高

齢
者
は
近
く
の
施
設
や
集
合
住
宅

な
ど
に
移
住
し
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
手
厚
く
受
け
た
り
、
冬
の
困
難

な
除
排
雪
か
ら
解
放
さ
れ
た
り
と

い
う
メ
リ
ッ
ト
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

現
在
実
施
し
て
い
る
住
ま
い
相

談
で
は
、
相
談
内
容
を
も
と
に

担
当
者
が
適
切
な
専
門
家
を
派

遣
し
、
相
談
に
応
じ
る
と
い
う
も

の
。
昨
年
度
は
「
住
宅
を
売
り
た

い
が
ど
う
し
た
ら
い
い
か
わ
か
ら

な
い
」
と
い
っ
た
相
談
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
中
古
住
宅
の
購
買
、

全
面
改
修
に
結
び
つ
い
た
例
も
あ

り
、
今
後
も
活
動
を
継
続
し
て
い

く
見
通
し
で
す
。
ま
た
、
今
年
か

ら
対
象
を
市
外
に
も
拡
大
。
貸
す

側
と
、
利
用
す
る
側
の
双
方
の
悩

み
や
不
安
に
こ
た
え
ま
す
。

　

他
に
も
、
参
加
者
の
ま
ち
づ
く

り
意
欲
を
高
め
る
た
め
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
講
演
会
、
ニ
ュ
ー
ス
レ

タ
ー
の
発
行
な
ど
活
動
を
活
発
化

大
麻
団
地 　

  

年
（3）

さ
せ
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
は
、
高
齢
者
施

設
な
ど
の
誘
致
の
ほ
か
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
提
案
が
あ
っ
た
「
交

流
農
園
」、
経
験
豊
富
な
高
齢
者

ら
に
よ
る
「
寺
子
屋
活
動
」、
な

ど
の
実
施
に
向
け
た
支
援
を
進
め

ま
す
。

住
民
と
学
生
の
相
乗
効
果

　

高
齢
化
率
30
％
と
言
わ
れ
る
大

麻
団
地
で
す
が
、
大
麻
地
区
全
体

で
見
る
と
、
３
つ
の
大
学
が
集
約

し
て
い
る
た
め
、
若
者
の
割
合
は

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
に
ぎ
わ
い

　8 年前に子ども 3 人、5 人家族
で大麻沢町に引っ越してきまし
た。札幌で社宅住まいだったので
一戸建てに住みたくて。大麻団地
は自然も豊かだし、静かで住みや
すいと感じています。お年寄りが

多いので、子どもたちに優しくしてくれて嬉しいで
すね。最近は同じ世代の人も増えてきていますよ。

大麻に移住した
岩本 民江（いわもと たみえ）さん 

江
別
の
今
と
向
き
合
う

江
別
の
今
と
向
き
合
う

江
別
の
今
と
向
き
合
う

江
別
の
今
と
向
き
合
う

江
別
の
今
と
向
き
合
う

江
別
の
今
と
向
き
合
う
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生
」
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」
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」
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」
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」
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」



大麻を
　見つめて

の
創
出
に
は
、
ど
れ
だ
け
学
生
を

地
域
に
巻
き
込
み
、
呼
び
込
め
る

か
も
重
要
と
言
え
ま
す
。
実
際
に

お
祭
り
な
ど
に
は
、
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

大
麻
地
区
自
治
連
合
会
連
絡

協
議
会
の
佐
藤
功つ

と
む

会
長
は
「
学

生
が
い
な
け
れ
ば
祭
り
は
成
り
立

た
な
い
。
若
い
力
は
大
麻
の
発
展

に
必
要
不
可
欠
。」
と
話
し
ま
す
。

　

学
生
に
と
っ
て
も
地
域
の
人
々

と
の
関
わ
り
は
貴
重
な
社
会
経
験

と
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
の
大
麻
・

文
京
台
夏
ま
つ
り
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
リ
ー
ダ
ー
北
翔
大
学
の

藤
崎
俊
介
さ
ん
は
「
サ
ー
ク
ル
活

動
で
地
域
の
人
た
ち
に
い
つ
も
支

え
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
恩
返
し
を

し
た
い
。
各
世
代
の
い
ろ
ん
な
人

が
連
携
・
協
力
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。」
と
話
し
ま
す
。
大
学
の
存

在
を
活
か
し
、
学
生
を
巻
き
込
ん

で
地
域
全
体
で
育
て
て
い
く
こ
と

は
住
民
と
学
生
双
方
に
と
っ
て
良

い
相
乗
効
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

商
店
街
か
ら
広
が
る
輪

　

大
麻
銀
座
商
店
街
に
は
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
運
営
す
る

元
気
プ
ラ
ザ
’ ｓ
が
平
成
25
年
度

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。施
設
は
、

誰
で
も
自
由
に
使
え
る
地
域
の
空

間
。
特
に
子
育
て
世
代
が
子
ど
も

を
遊
ば
せ
な
が
ら
経
験
豊
富
な
高

齢
者
に
育
児
相
談
が
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
も
兼
ね
揃
え
て
い
ま
す
。

「
誰
で
も
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
」

と
利
用
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

ス

　

他
に
も
商
店
街
に
は
空
き
店
舗

に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
入
る
な
ど
、
地

域
の
活
性
化
の
拠
点
を
目
指
し
た

活
動
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

大
麻
団
地
50
周
年
を
記
念
し
、

３
回
の
連
載
で
団
地
の
過
去
・
現
在
・

未
来
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　

高
齢
化
社
会
に
臨
む
私
た
ち
に

と
っ
て
、
大
麻
団
地
再
生
へ
の
挑
戦

は
明
る
い
未
来
に
向
か
う
た
め
の

試
金
石
で
も
あ
り
ま
す
。

 

政
策
推
進
課
☎
381
‐

１
２
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５
、
市
役
所
大
麻
出
張
所

　大麻団地は非常に潜在能力が高い。札幌都心に電車で約 12 分の距
離で、緑が豊か、幼稚園や小学校もあり、子育てにはもってこいの場
所。再生できないはずがない。
　大麻団地は３つの特徴があります。１つめは幼稚園を核に、周りに公
園や住居を配置し地域コミュニティを形成するという画期的な計画理論
をもとに形成されたこと。2つめは国道12号からの直通を回避し、さ
らに多くの袋小路を作ったことで通過交通（団地内への単なる通り抜け
目的の通行）を徹底的に排除したこと。3つめは原生林のなごりである
自然地形（沢）を残し、既存の植生を生かしたこと。これらは居住に快
適な環境を作り、理想的なニュータウンの形でしたし、子育てに最適な
環境は今も変わりません。そのため、大麻団地再生のキーワードは「子
育て世代の呼びこみ」と「住み替え」です。その仕掛けが不可欠です。
　一人住まいの高齢者は、一見便利に思える札幌都心部に移り住みたが
りますが、それは得策とは言えません。札幌都心に移住しても、新たに
人間関係を作っていくのは難しく、孤立してしまいます。そうした高齢
者が移り住むための、集合住宅が大麻駅周辺に必要だと考えています。
　一人暮らしが難しくなってきた高齢者は、住居を売却するのではなく、
子育て世帯に貸します。集合住宅には同じ地域に住んでいた住民が集
まり、話を共有することができますし、除雪などの苦悩から解放されま
す。駅も近いので病院などにも通いやすい。団地内の戸建て住宅には、
広いスペースが必要な子育て世代が住み、にぎわいが出てくるでしょう。
　ただ住み替えには貸し手と借り手の２者が交渉するのでトラブルが発生
しやすくなります。それを防止するために住み替えなどの支援に、産学官
民が協力して組織を作り、運営する必要があります。信頼できる組織が
運営するなら、トラブルも少なく住み替えが促進されます。結果としてリ
フォームなどで地元企業も潤います。そういう仕組み作りが必須です。
　まちづくり指針には、このような具体的な手順が示されていたのです
が、策定して３年程たっても動きがありませんでした。平成 25年に国
の補助を受け、協議会ができやっと、少し動き出しました。理想のモデ
ル通りにいけば、大麻の未来は明るいと感じています。
　ただ課題としては、まちづくりに関心のある住民がまだ少ないこと。住
民一人ひとりが個人の視点でなく、まち全体を見る地域人として課題を受
け止め、まちづくりに積極的に関わっていく必要があると考えています。

無
料
相
談
と
講
演
会
の
案
内

● 

大
麻
住
ま
い
相
談

　

大
麻
地
区
の
住
ま
い
や
住
み
替
え

な
ど
に
つ
い
て
、
不
動
産
・
建
築
・

福
祉
な
ど
の
専
門
家
が
個
別
に
相
談

を
受
け
ま
す
（
無
料
・
相
談
希
望
日

の
前
の
週
ま
で
に
要
予
約
）。

日
時
／
日
程
調
整
。
会
場
／
市
役
所

大
麻
出
張
所
。

 

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
え
べ
つ
協
働
ね
っ
と
わ
ー
く

☎
374
‐
１
４
６
０
（
土
日
祝
日
除
く
）

※
12
月
ま
で
実
施
し
ま
す
。

● 

築
30
年
の
我
が
家
　
こ
れ
か
ら
先

の
住
ま
い
方
・
暮
ら
し
方
〜

　

住
み
慣
れ
た
我
が
家
も
年
数
が
経

ち
、
終
の
棲
家
に
し
た
い
、
譲
り
た

い
・
貸
し
た
い
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の

人
生
設
計
を
考
え
た
と
き
、
さ
ま
ざ

ま
な
選
択
肢
が
あ
り
ま
す
。

　

住
ま
い
の
維
持
・
補
修
や
世
帯
構

成
・
身
体
状
況
の
変
化
に
対
応
し
た

リ
フ
ォ
ー
ム
、
自
助
具
を
使
っ
た
暮
ら

し
を
快
適
に
す
る
工
夫
な
ど
の
事
例

や
留
意
点
を
お
話
し
し
ま
す
（
無
料
・

申
込
不
要
・
直
接
会
場
へ
）。

日
時
／
８
月
22
日
㈮
14
時
〜
16
時
。

会
場
／
大
麻
東
地
区
セ
ン
タ
ー
大
会

議
室
（
大
麻
東
町
13
‐
11
）。

対
象
／
ど
な
た
で
も
参
加
可
能
。

講
師
／
一
級
建
築
士
事
務
所 

自
然
（
じ

ね
ん
）
主
宰
・（
一
財
）
北
海
道
建
築
指

導
セ
ン
タ
ー
住
宅
相
談
員  

東 

道
尾

（
ひ
が
し 

み
ち
お
）
氏
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公
共
交
通
担
当
☎
381
‐
１
２
９
５

札幌学院大学
太田 清澄 （きよずみ） 教授

大麻団地は
再生できる

社会情報学部教授。研究分野は社
会システム工学、都市計画など。
大麻団地まちづくり指針策定の中
心的存在。江別市安心生活まちづ
くり推進事業運営協議会会長。

☎
382
‐
４
８
５
５
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